                             　 ２００５　乗鞍ヒルクライム
　　　　　　　　　　　　（第20回　全日本マウンテンサイクリングin乗鞍）   　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日程：05／8／27（土）28（日）

今年は新たに野水、タッキーが参加し女子部3名。そしてゲストの中路、さらに本来年齢制限により参加資格がない康司の参加が認められ、選手総勢14名、応援者3名（＋晴輝）17名で乗り込んだ。野水とは4月に大井埠頭でロード練習中に偶然会い、言わずと知れたクライマー（登山家）とランナー（東京/大阪女子国際の参加資格を持つ）だが、まさかローディー（ロードバイク愛好者）とは知らなかった。タッキーは今年は応援参加予定だったが乗鞍決起会に参加したばかりに急遽出場を決意（させられた）。中路はマサからロードが好きなのでチャリ企画に誘ってあげてと以前からいわれており声をかけると乗鞍にトライしてみたいと。よーちゃんは今年はもちろん選手そしてNSA高速3人男（*）の期待を背負って参加。（*マッチョ康司よーちゃん）

シンはMTBで申し込むも急遽ロードを買いロードに変更。

募集開始直後に参加が決まった野水とタッキーをねじ込ませるべく至急協会に連絡し参加受付をお願いしたところ受諾された（当大会は2ヶ月間の募集期間があるが初日2日くらいで定員3000名に達するので初日に申込書を到着させないと参加は難しい）。

という経緯で、新たにチームジャージ3着オーダーし、いよいよ乗鞍に向け練習を開始することになった。

8月27日（土）のろのろ台風がとても心配だったが前日に通過しこの週末は好天が約束された。ほんと神様ご先祖様に感謝感謝。

エバ家は電車、マッチョはフレンドレーシングで、他メンバーはクルマに分乗。

7:20よーちゃん車、野水車、畠田車が小田急線狛江駅集合。賢と竹は浦和発、クマとメリとタッキーは新宿発。チャリをクルマに積めこみ、ぼくのクルマには7台チャリを積む予定だったのだが、なぜか6台…。誰かいないか、計算違いか…、だいぶ待ってそろそろいこか、と言ったとき、イネが「タッキーがいない」　そうだ！　もしかしてクマ車の同乗か、とメリにTELしたらタッキーはこっちにいると。クマ連中を叱った。本来賢車以外全員こちら集合の予定だったのだが、クマは娘二人に便宜を図ってやるべく新宿で拾ってあげた由。メリからは新宿で拾ってもらった、と狛江に連絡受けたがタッキーもとは言ってないし、そもそもその予定であれば事前に知らせてもらわないと困る。

ということで出発。

夏休み最後の週末と好天も重なって中央道は相模湖辺りまで渋滞のろのろ。河口湖分岐後のPAは空くので双葉PAで待ち合わせ（旅の豆知識）。クマ車もほとんど同タイミングで到着。賢車はかなり遅れているので現地集合とした。よーちゃんとさゆりさんとタッキーはSaeco（自転車のプロチームのスポンサーでイタリアのコーヒー会社）のＴシャツ（ユニクロ）を着ており、ＰＡにやはり同じＴを着ている人がいて、ぼくが「あいつ見よってみ、絶対チャリ積んだ車にいくよ」と言ったらやっぱりそうで一同納得。

松本ICで降りて上高地への通いなれた道に入る。何台かに１台はチャリを積んだ車で気分も段段盛り上がる。コンビニでお昼の弁当と泡を買って向かう。

12:30　マドンナに到着し、ママさんのいつもの高い明るい声で歓迎を受け、康司が大きくなっているのに驚いていた。気持ちのいいデッキで弁当食べているとマッチョがやってきた。マッチョは5時出なので大分前に乗鞍入りし途中天候のことなど連絡してくれていた。

マドンナから乗鞍が見え「あんな高いところまで行くの！」と初参加者はびっくりするやら不安やら。

さて、ジャージに着替え会場へ向かう。白い花の蕎麦畑や綺麗な花の咲いた小道を通り中路もその雰囲気の良さに感激。そのあと坂でいい練習になるが案外長くてきつい、坂慣れしてないさゆりさん、イネヨメは難儀。

今年もやってきたんだ。と、会場入りするやかわいい姉ちゃんに呼び止められた。アナウンサーで「明日ゴールでインタビューしたいので待っていますのでよろしく」、と。やはり黄色の集団はよく目立ちしかも女性もいるとメディアは見逃さないのだ。

明日はレース今日はのんびり、泡飲む人、チャリいじる人、出店を見て回る人、旧友に会い大声で話す人（松広みたいな大学サイクリング部OBが年に一度ここに集まり旧交を暖める人も多いようだ）、誰もが紛れもないチャリキチ。

でも、ここは自転車が主役、参加者のチャリが無数に会場に寝そべる。それを見て回るのもとても楽しい。25～30万円くらいのチャリが平均的なところだが中には…（後述）。

さて、受付をしタイム計測センサーと参加賞のＴシャツをもらう。事前にTELしておいた日本サイクリング協会の山口さんを訪ね、康司の参加手続きをする。公式タイムも出してくれるということでタイム計測センサーを受け取る。

そうこうしている内に賢と竹が登場。エバチャリはさゆりさんによりセンサーチェック。（エバは仕事で後発なのでチャリをぼくらが持ってきてあげ、さゆりさんに乗ってもらって会場入り）

と、また今度は長野放送がやってきた。撮影依頼で、こういう設定。男性アナウンサーがぼくの肩を後ろから叩き、「すみません、乗鞍　いまぁ、ですか？」　そしてぼくが「いいえ違います、のりくらいまぁ、です」　そして皆で、「ゴール目指して、がんばるぞー、おー」　だったのだが、ぼくは間違えて、「はい、そうです、のりくらいまぁ、です」と言ってしまった。皆は一瞬、違う！と思ったらしいが、そのまま撮影終了ＯＫ。いいえ違います、が味噌だったので没かも…まあ、去年テレビ出たから今年はいいや。

さーて、そろそろ高原サイクリングでもいっか、と会場をあとにするが、マッチョから「仲間がすごいチャリ持ってきてます、見にいきますか？　超軽量化したチャリの費用は160万円！」　行ってみるとステップワゴンの屋根に君臨しており、オーナーがわざわざぼくらの為に下ろしてくれた。ぼくは下ろすのを手伝ったが、この軽さは自転車じゃない、と思った。

フレームはチタン、ハンドルはカーボン、シートポストもカーボン（体重限度70kgと記載）、チタンやカーボンは今や珍しいものではないが、決め手はやはりカーボンホイール（リム＆スポーク）でこれに60万円かかったそうだ。
皆持ってみてその軽さに目をまん丸に。イネなど、目を瞑って持つと傘と思うんじゃないか、といったくらい軽いのだ。なんと5.4kg！！　一般のロードが9kg前後、MTBが12kg前後、ママチャリが16kg前後なのでもはや自転車とは言い難い軽さなのだ。ぼくは、ちょっと乗らせてもらったが、平地は怖いんじゃないですか、と言ったら　その通りで、特に下りは怖いそうな…。まさにヒルクライム専用に作ったのだ。彼も同じ40代でタイムは1:10（ぼくは1:30）、20分差でチャリの値段がぼくのと145万円違う、とすると１分短縮に72500円だな。よし、そのくらいの値段で20分台出せれば嬉しいもんだ、とすぐに金でタイムを買うような悪いことを考えてしまうのだ。
この後、いつもの高原サイクリングに出かけ泡を飲み濃いソフトクリーム食べてマドンナへ戻るとエバ家の皆が揃って出迎えてくれた。

風呂に入り夕食まで気持ちのいい芝生の庭で泡を飲み談笑する。前日にもらう名簿がまた楽しい。ウイットに富んだ名前から何とかレーシングなどいかにも速そうな名前、みずほ信託、飛ばす都バスなど社名も多い、またぼくらみたいに丸コバ山岳会自転車部とか元気一番堂なんていうのもある、なかには能登高校ブラスバンド部など全くチャリに関係ないようなのも。しかしメリの最大のライバルは今年も爆乳シスターズ。そこで我が方、賢と竹とシンが見つからないと思ったら賢と竹はNSAどらえもん支部とあり、シンはただのNSA。これでは見た目別チームだ。少なくとも自然スポーツ愛好会の名は冠そう。

マドンナ冷蔵庫のビン泡を全て飲み、夕食にまた生泡を飲み、楽しい夕べも過ぎて、メリ持参の花火で締めて22:00就寝。

8月28日（日）

4:30起床　朝もやがかかって好天を感じさせる。高原の朝はひんやり気持ちいい。筋肉をほぐし身体を目覚めさせるため風呂に入る。

5:00朝食　よーちゃんは自分食、他皆宿食としたが人数が多いため若干待たされたが、暖かいご飯と味噌汁はやはり落ち着く。応援者は会場から戻ってゆっくり摂ることにしている。十分な脱糞を行い念のため下痢止めを飲んでおく（途中で腹が痛くならない）、ただ絶対に力んではいけない、そうすると脱糞ではなく脱肛になりシートに座るのがとても辛くなる。メリはやはり緊張からほとんどしゃべらない…（去年も出ているのに）

6:05　晴輝はベビーマイヨ（ツールドフランスの勝者が着る黄色ジャージ（マイヨジョーヌという）

の幼児用）を着てぼくらを見送り（これはマッチョが晴輝が生まれたときプレゼントしたもので、ＨＰにも掲載されたが会場で2歳の子供がやはり着ていて一緒にとった写真がある）、いざ出発、と、マッチョがやってきた。昨日6:00頃行くかも、といっていた。マドンナから会場までは坂なのだがこの坂がウォーミングアップにはいいのだ（ちょっときついけど）。

一汗かいて会場到着今回は早めに出た為、列はまだ短くまずは各クラスの列にチャリを置き場所確保し集合。応援のヤヤ達もやってきた（宿の車で送迎）。するとカメラマンから声をかけられ撮影。

7:00開会宣言。昨日のかわいいアナウンサーがゴールで中継（大スクリーンにでる）。気温は10度、天候は晴れ。さて、ぼくは最後のドーピングをする。ぼくは身体の酸素量を増やす薬を5日前から服用しており開始30分前に最後30粒服用することになっている。メリが山の店で調達したもの。

しかしメリはこれを飲むと腹が張り放屁状態になるというので、肝心な当日の服用はしてないという。

（放屁はジェット噴射の推進力、だがドラフト(*)でやられると後ろの人はたまったもんじゃないだろう）(*)風の抵抗を避け前走者の後方につくこと。
さて、そろそろ並ぶか、とゴール再会を誓い愛車のもとへ散っていく（これがとてもかっこよかった、と応援団の弁）、孤独、自己との戦いの始まりだ。まずチャンピオンクラススタート、いきなり画面に接触落車が映る。ビンディングペダルだと急に足はつけないので倒れるしかないのだ。康司が出発前、ダンシングで外れることがあるので強くしてくれ、と言ったので少し締めてやったが気になる。

（まあ、ヒルクライムは速度が遅いので落車してもどってことないけど）

クラス別にコールがかかりスタート地点へ向かう。先発の康司、メリ、野水の各クラスがスタートし7:40男子Ｅ（41歳～50歳）がスタート。ほどなく応援団の待つ場所に差し掛かって、ジミー、ガンバレー、と熱い声援。手を振って応えるが集団は結構速い、クマはポジションが後方になっているので既に分かれてしまっている。

さあ、ビラート（ぼくのチャリ）よ、一緒に頑張ろうなと小声でいいながら、序盤から少し飛ばし目でいく。昨年は飛ばしすぎて足が残せなかったので多少抑えるが、やはりここである程度飛ばさないといいタイムはでない。昨年は列の最後尾でスタート（例のクマのうんち事件）だったので、特に飛ばしたが、今回は真中くらいにとれたので焦る必要ないのだが、周囲の速度が結構あげてきているため、落ちていくのは精神的によくないので少しづつ抜いていく戦略にした。

こぎ始めでもあり速度もあげているので、周囲のはっ、はっ、という息づかいが聞こえる。

どのくらいだったか、メリを捕らえた。メリも力強いペダリングでがんがん登っている。メリ頑張れよっ、と背中を押して、声をお互い掛け合って抜いていった。メリは昨年と全然違い、自信満々の声だった。第一チェックポイントでは給水サービス受けずにそのまま走った。10kmまであっという間で調子はいい（去年もそうでこの後標高があがり酸素が薄くなるといっきに足にくるのだ）、いよいよマッチョ、よーちゃん、中路のDクラスが上がってきている。

まず、マッチョが「ジミーさん、ガンバ」と声をかけ抜いた、そしてまもなくよーちゃんも上がってきて、「きのう泡飲み過ぎたー、重ーい」、とぼくも「おれもだー」、と挨拶した。（実際、朝頭痛かった）ぼくはすぐ腰に来るので腰が痛い、ダンシングを多用しなるべく身体全体の筋肉を使い足に乳酸ためないよう気をつかった。さらに酸素薬の効果を信じて、ケイデンス（クランクの回転数）をあげて足よりも心臓に負荷をかける走りにした。高度も上がって見晴らしがよくなり穂高連峰から槍まで見える。その頃野水を捕らえた。しっかりした足どりであがっている。初回なのでペースを確認しながら上がっているようだ。お互い声をかけて抜いた。ボトルの水を少しづつ飲みながらあがり、最終給水ポイントでアクエリアスをとった。

さあ、残り5kmの表示が見えた。目標の35分は達成しそうで、目標を20分台に置いて頑張ろうとしたが昨年を思い出した（酸欠状態になり手に力が入らなくなり足をつく寸前だった）。

それを意識しペースを守った。森林限界を超え雪渓が真横に残る。確かにきつい、最後の5kmは走ってきた16kmに相当するほど体力使う。さて、残り1km、これはもしかして20分台いけるか、と飛ばした、さらにゴール手前でダンシングしてゴールに突入！！　ぴぴっと、計測器が反応し終わった。

自分の時計で微妙なところだった、31分にはなってないが切れたかどうかは不明。

ぼくより先に康司マッチョよーちゃんがゴールしていたが、まだ荷物とってゴールにきてなく、声援なしのゴールだった。足がまだ少し残っていたので20分台狙えたと思うと悔しいが、目標タイムを十分超え嬉しかった。荷物置き場で康司と会った。タイムは25分くらいだろうという。距離が長いのでもしかしたら僕が勝つかもと思ってもいたが…りっぱなタイムだ。ほんのちょっと前まで手をつなぎ一緒に歩いて、寝るときもぼくの手を握って寝ていたのに…もう勝つのは腕相撲しかなくなった。

さてさて、ゴールに戻り皆を応援しよう。戻る途中中路に会った。ということは彼もかなりいいタイムで上がっている。

ゴールで待つと野水がやってきた。ほどなくイネが渋柿と梅干を一緒に食べたよう顔をしてやってきた、そして賢が入り、すぐあとで竹（賢を視界に捕らえていたのでさぞ悔しかったろう）、続いてしん、そしてメリとエバは何と並走状態で近づいてきた、「頑張れ、頑張れ、メリ頑張れ」こういう時はなぜか女子を応援してしまう（エバかわいそう）　ゴールは並列に２つありそれぞれ別コースに入ったが、最後エバが力を緩めメリに勝利を譲った。えらい！！　おかしかったのは、クマだ。「クマっ、頑張れ、ダンシング！アウタートップ（*）でいけー」　と叫んだら近くで応援していた人達も爆笑。そしたら、何とゴール手前2ｍくらいの所でクマの前の選手が落車！（ゴール手前はぐっと登りカーブになっていてきつい）　まさに力尽きたようで、係りの人が立たせてあげていたが、クマはこれに巻き込まれてタイムロス。　もしかしたら、クマにアウタートップと叫んだのにその選手が入れてしまったのでは、と笑うに笑えぬ話。（*）前ギヤを外側の大きな歯に後ギヤを一番小さなギヤに入れるポジション（これは一番ギヤ比が大きくなり重くなるが高速走行中だと速度があがる…つまりこういう苦しい場面や登りでは絶対ありえない組み合わせ）

そして最後にタッキーがニコニコ顔で上がってきた。全員完走！（なおゴール順は各々スタート時間が異なるので必ずしもタイム順ではない）

タッキーとメリはゴールで抱き合っていた、とテレビ局がやってきてインタビュー。さらに昨日ゴールでインタビューを申し込まれたアナウンサーのところで野水、メリ、タッキーのメッチェンが会場大画面に向けてインタビュー。

ゴールの感動と達成感を十分に楽しみ下山開始。下りは余裕で穂高連峰と槍を見ながら走行、自転車というのはすごい乗り物だなあ、そしてよくまあこんなに長い坂を本当によく頑張って登ったなぁ、と感心する。（21kmの長い下りはブレーキングしながらなので結構疲れる）

ヤヤ達応援団の待つ会場に全員到着。泡を飲み、事前に畳席を予約しておいた観光センター座敷で昼食。途中、雑誌ファンライドより取材に呼ばれ初出場のメンバーは会場に行き他メンバーは畳の上でごろんごろん。

昼食を終え、会場をあとに。応援団はイネヨメの運転する車で、ぼく達選手は2005乗鞍最後の走りをマドンナまで楽しんだ。

風呂に入り最後は応援団手作りの賞状とメダルの授与がマドンナの芝生の庭で先ほどまでいた標高3000ｍ乗鞍を背景に行われた。（メリとタッキーは目が潤んでいた・・）

ぼくらの乗鞍は素晴らしい天候に恵まれ、また心なごむ応援団の声援を受け、苦しさ10倍楽しさ100倍のヒルクライムツアーを終えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おしまい

番外編

・よーちゃん車中はガソリン5000円分が当たるラジオ番組に、「今から乗鞍ヒルクライムにいきます、自転車いっぱい、人いっぱい、ガソリンもいっぱいいる！」とウイットの効いたメッセージを送り、なんと当選しラジオでよーちゃんの名前が流れた！（これは交通費として拠出された）

・さゆりさんがエバチャリのフロントのセンターギヤにチェーンがうまく入らないとの報告。見るとギヤが歪んでいた。アウターが何かにあたって曲がるのはわかるが、どうやってセンターが曲がったのかはわからない。チャリ救急箱のペンチで修復した。このさゆりさんの報告はとてもとても大事だった。しかももしさゆりさんがエバちゃりに乗ってもセンターへシフトしてみなかったらわからず仕舞だった。MTBにとってセンターは一番活用するギヤだが、それに入らないというのは致命的だ。もしさゆりさんが言い忘れたら、エバのノータッチもタイム更新もなかっただろう。エバは前日乗れなかったので確認しようもなく、当日会場で気がついても道具はなくもう遅い。自転車は精密機械、絶対に事前チェックは必要だ（さゆりさんの報告はとても大切だった）。

・マッチョは当日給水ボトルと工具ボトルを間違えて慌てて宿に取りに帰った（水飲もうとボトルとったら中から六角レンチが出てきたらさぞショックだろうなぁ）。さらに、輪行袋と間違えて寝袋を持ってきていた…・マッチョのシュラフは輪行袋並みの大きさということはコンパクトでいい品だな、と皆でからかった。いくら自然スポーツ愛好会とはいへ、シュラフは今回は要らんやろ（笑）。

・メリとタッキーは秘薬を媚薬といっていたので媚薬の意味を教えてやった。メリは“段々緊張してきたけど媚薬を飲んでいるのでバッチリよ、当日とても楽しみ”云々と、間違えても十分意味は通じるのだが、とても恥ずかしい内容のメールを皆に流していた（知らぬが仏）。

・後日、日本サイクリング協会に康司の参加を認めてくれたことの御礼の電話したところ、来年の参加も許可され、さらに参加年齢引き下げも検討していると。多分タイムがよくなければやはり中学は無理だということだっただろうが、康司の参加が突破口になりジュニアに門戸が広がるのはとてもいいことだ。また中学生のアピールにもなるということで所属欄に日大中学の名前も公式リザルト（MSPO）に入れてくれた。

別添：参加者プロフィール他タイム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　2005乗鞍ヒルクライム　リザルト　（　　）前回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

男子ロード　　　　　　　　タイム　　　　　　　クラス順位　　　　完走者総合順位

Ａ（16～25歳）康司　　 1:25:32               52/120              803/3464

Ｂ（26～30）　シン      2:07:21(2:36:46)注1  199/220(559/647)    2753/ (3117/3347)

Ｃ（31～35）　イネ　　　2:02:34(2:24:11)     431/496(458/493)    2618/ (2964/)

Ｄ（36～40）マッチョ　　1:21:47(1:26:30)      94/512(181/190)注2  623/ (860/)

　　　　　　よーちゃん　1:25:15              117/512              786/
　　　　　　　中路　　　1:40:32              281/512             1692/
Ｅ（41～50）　クマ　　　2:22:26(2:12:36)     708/755(588/657)    3052/ (2759/)

　　　　　　　畠田　　　1:30:18(1:39:32)     220/755(337/657)    1101/ (1578/)

　　　　　　　松広　　　　---  (2:28:52)      ---   (621/657)    ---  (3035/)

女子ロード

Ａ（16～35）　メリ　　　2:30:05(2:43:10)  　　81/96(83/93)       3153/ (3162/)

Ｂ（36以上）　野水　　　1:43:33               23/81             1838/
男子ＭＴＢ　　竹澤　　　1:55:02(1:53:48)     245/583(265/647)    2362/ (2208/)

　　　　　　　ケン　　　1:52:10(1:55:46)     215/583(283/647)    2241/ (2279/)

　　　　　　　エバ　　　2:05:06(2:28:47)     322/583(522/647)    2678/ (3033/)

女子ＭＴＢ　　タッキー　2:33:55　　　　　　　　42/72             3131/
　　　　　　　　　　　　注1：前回はMTB　　　注2：前回はチャンピオンクラス

参考情報

チャンピオンクラスタイム：1位（総合も1位）58:59　総合14位まではチャンピオンクラス

最高齢完走者　73歳　小池さん2:05:23（昨年2:14　この年でもタイム伸ばしている！）
最高齢参加者　80歳　原林造さん（今年未完走だったが、昨年は2:28！）なお坂野さん（今年82
歳）はエントリーしていなかった。

51～60歳で2時間以内の人　175名／260名

61歳以上で2時間以内の人　　30名／66名
2005 第20回 乗鞍ヒルクライム  NSA  エントリー

     選手名                        　　       自転車                　　　  　　カテゴリ　　

ヨッシャ マッチオ（イタリア）     　　   デ ローザ（イタリア）     　　　　　ロード男子Age36～40　　　　　 

 　　昨年は落車に泣かされ心と身体の傷が癒えぬうちに乗鞍突入。初エントリーで思い切りよくチャンピオンクラ

スでエントリーするも資格基準タイムに未達、今年は普通の人でエントリー。しかし今シーズンは、落車ゼロ他平地戦では好成績（爆笑パンク事件はあったが）をマーク。チャンピオンクラスに返り咲けるか？（減量次第・・）

アッキ マチュヒローニ（イタリア）　　　   アンカー（日本）       　　　　　　ロード男子Age41～50

新潟でこの春家族合流し単身赴任も終わり、昨年単身赴任にもかかわらずでっぷりと太ったその体型で参加。

チェーンホイルを3枚にしてタイムを伸ばした前回だったが昨年はまたタイムを落としてしまった。今シー

ズンは欠場宣言・・・当会最多出場記録を持つ同氏だが・・・残念。

ジロ クマーニ（イタリア）          　　 トレック（アメリカ）      　　　　　　ロード男子Age41～50

昨年はエバと一緒に乗鞍のポスターに登場。昨年、スタート前にうんちをに行き、仲間に大変迷惑をかけた。多分君のうんちが無ければぼくもマチュヒローニもタイムをもう少し縮めることができたはずだ。今年はそういうことがないよう十分な事前の脱糞をお願いしたい・・・今度こそ置いていくぞ！

イネ トシロイヤー（ドイツ）       　　　  ジオス（イタリア）         　　　　　ロード男子Age31～35

嫁をもらい、家を買い、落ち着いたイネトシロイヤー。専従も終わり、遠距離恋愛も終わり、いよいよカムバックの年となるか！　　乗鞍までに昔の体型に戻せるかどうかも勝負の分かれ目。さらに結婚して性格が丸みを帯びてきたかどうかも大切なポイントだ！（関係ないやろ、そんなの）。

エバ カツコフ（ロシア）           　　　  シュウイン（アメリカ） 　　　　           MTB男子

鋸山の雪辱を乗鞍で果たし、晴輝とヤヤには面目を保った昨年だった。しかし、贅肉買取キャンペーンでフィットネスクラブに入会するも、今日現在、見たところほとんどその効果は現れていないようだ。

しんとエバの鈍足鋸山コンビは定着した・・・・自分が減量できねばチャリを減量させるべくロード買うしかないか？

ケニー ヒラリー（イギリス）       　　　  ゲイリーフィッシャー（アメリカ） 　　　　　 MTB男子

 学生時代ランドナー乗っていたのに今やMTB、寧竹澤とチャリでよく旅にでる・・・まるで野次喜多珍道中。サイクリング部からのNSA入会第一号であり、寧竹澤と並ぶMTB愛好者。酒を飲むととても饒舌になり自転車の基本と起源を展開する。理論より実力で示して欲しいものだ。

寧 竹澤（ねい ちくたく）（中国）   　　　　   ルイ ガノ（カナダ）           　　　　   MTB 男子

  個性的なこの人物、一体何者か？　全共闘ちくたく・・・かって日大闘争、東大闘争の生き残りのような奴。それもそのはず、今なにかと物議をかもす中国だ。絶対MTB信奉者であり譲らない・・・・。しかしMTBでもタイムは

　素晴らしく、NSAローディーにとって最大の敵である。

ナカムジャ シン（インド）    GT（アメリカ） ビラート（イタリア）   MTB 男子　ロード男子Age26～30
   MTBで申し込むもロードにクラス変更。鋸山練習でMTBについに見切りをつけた。前々からMTB仲間を裏切る前兆は見えており頻りにロードは美しい、セクシーだ、なんて言っており、心のなかで購入車種も決めていたためクラス変更受領されると同時にマシンの発注をかけた。これでも鈍足だと・・・MTBのリア32Tをつけるしかない。

　昨年はタイヤの規定違反でインケチ勝負に出たが、今年は簡易酸素を持ち込もうかと計画している。

　

メリ シミルネン（ノルウエー）          ビアンキ（イタリア）      　　　　　　　　　　ロード女子Under35

  NSA初の女性選手。今年は女子部2名も増え、さらに先日の鋸山練習では余裕のノータッチ（昨年と全然違う走りっぷりに驚いた）、NSAでは一番タイムを縮める可能性がある。女子仲間が増えたとはいへ、どうしよう病がそろそろ始まった。親から「自転車ばかり乗らんでたまには男の人にも乗ってもらいなさい！」と叱られている。

ジミー ハッター（アメリカ）    　　　     ビラート（イタリア）      　　　　　　ロード男子Age41～50 

 昨年はタイムを20分強縮め何と1時間39分！　とにかく坂バカ、帰省でもチャリ持ち帰り毎日実家の近くの山を上がり鍛えてきた成果だ。今年の目標は35分を切りたいがドーピングしないと無理か！　マッチョに次ぐタイム保持者だが今年はライバルが増えた。飲み食いを我慢できないので昨年以上のトレーニングが必要。

ヤン ニコン（スイス）            　　　     ギザーロ（日本）      　　　　　　 ロード男子Age36～40      

   注目はこの人、昨年は同行選手として参加、今年デビュー。すでに鋸山ではジミーを抜くタイムを出した。

　　彼がどのくらいのタイムで乗鞍を制すか今シーズン最大の見所。20分台いけるのでは・・・。

　　山、チャリ、飲み・・・すべてに前向きな人生を送る、草刈正雄似の中年期待の星。

ヒサ　ヒマラヤン（ネパール）　　　　　　　　コルナゴ（イタリア）　　　　　　　　ロード女子Upper36

　　　　昨年のナカムジャ　シン（インド）に続くこれも珍しいネパールからの参加。（本人から猫みたいな名ですね、でも悪くないです・・・と）　NSA唯一富士山より高い山をいくつも制している人物。とにかく低酸素に強い。おそらく乗鞍では誰もが喘ぎだす森林限界地点からぐんぐん速度を上げてくるものと思われる。場合によっては、和地先生（＊）との対決も・・・NSAの名が全国に知れ渡る可能性も！！！　

（＊）康司のかっての学校の先生。40過ぎて自転車を始め（現在確か43歳）今や各大会で常に上位入賞。昨年乗鞍は1時間24分で2位、美人でスマートでガッツのある先生。

プタッキ（イタリア）　　　　　　　　　　　　　プジョー（フランス）　　　　　　　　　　MTB女子

　　　　乗鞍決起会に顔をだしたばかりにエントリーするはめになった（本来来年エントリーを予定していたのだが）。　スプリントの王者、アレサンドロ　ペタッキにちなんだ名前だが・・・ブとプを読み違えないように！　毎日ロード欲しいとの欲望との戦いに明け暮れながら自転車で会社に通う、自転車ツーキニスト。

ナカ　ジルベール（フランス）　　　　　　フォンドリエスト（イタリア）　　　　ロード男子Age36～40

　　　　黒いベンツに黄色のフォンドリエストを積んで練習にやってくる様はまさに、「キザ」そのもの。ドイツの車でイタリアンバイク・・・、しかもコロンの香りが・・・うーん、じゅぶじゅぶ、けつくせ、のフレンチ野郎だぜ。初めての大井埠頭で落車、ベンツ以外で高速経験なし・・チャリの醍醐味と痛みを知った。しかし鋸山ではなんと３番手で上がってきた！細みの身体はどーみても山岳向き！！問題は鋸山の４倍の距離のある乗鞍で体力が持つか？

ジミーハッタージュニア（アメリカ）   　　　　　 アンタレス（日本）  　　    （参加資格まであと３年）

   美ヶ原ジュニア３位、ツールドジャパン３位、山岳平地と万能。　中学になりカテゴリーが代わりレースでは厳しい戦いが待っている。温水プールを持つ水泳部に入部し（監督の先生はトライアスロンもやっており自転車に理解あり）、現在バランスのとれた身体作りをしている。（水泳部はかつて10年連続日本一という記録をもつ）　

                                                                                　　　　　　    以上　
